
　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
自
分
で
用
意
出
来
る
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
事
や
、
参
加
者

同
士
の
交
流
を
図
る
事
を
目
的
と

し
て
、
男
性
を
対
象
と
し
た
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
料
理
の
経

験
は
い
っ
さ
い
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
概
ね
60
歳
以
上
の
男
性

【
日
時
】

○
1
回
目　

2
月
19
日（
木
）

○
2
回
目　

2
月
27
日（
金
） 

※
両
日
午
前
10
時
〜
正
午

【
内
容
】

・
料
理
は
3
品
程
度
作
り
ま
す
。

・
当
日
は
、
栄
養
士
に
よ
る
講
話

　

の
他
、
調
理
方
法
に
つ
い
て
も

　

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

・
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
も
行

　

い
ま
す
。

【
会
場
】

　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
調
理
実
習
室

【
参
加
費
】
1
回
毎
に
2
0
0
円

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

【
定
員
】
15
名

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

1
０
１
３
７
│
64
│
2
1
1
1

男
性
料
理
教
室
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

郷
土
資
料
館
に
新
た
に
寄
贈
さ

れ
た
美
術
品
を
展
示
し
、
作
者
の

経
歴
や
作
品
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

【
展
示
会
名
】
「
新
収
蔵
品
展
」

【
主
な
作
家
】

　

大
島
和
芳
、
小
倉
遊
亀
、
福
井

良
之
助
、
三
岸
節
子
、
カ
シ

ニ
ョ
ー
ル
な
ど

【
開
催
期
間
】

　

2
月
3
日（
火
）〜

            

3
月
22
日（
日
）

※
開
催
期
間
中
の
休
館
日（
月
曜

　

日
）は
開
館
し
ま
す
が
、2
月
11

　

日（
水
）、3
月
21
日（
土
）は
休

　

館
し
ま
す
。

【
開
催
時
間
】

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
開
催
場
所
】

　

八
雲
町
郷
土
資
料
館

2
階
小
展
示
室

【
入
館
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
郷
土
資
料
館

　

1
０
１
３
７
│
63
│
3
1
3
1

八
雲
町
郷
土
資
料
館
収
蔵

美
術
展
を
開
催
し
ま
す

　八雲町には生命科学分野で日本をリードしている北里大学獣医学部の牧場があります。
　この牧場で開発された、日本で唯一自給飼料100％で育てた赤身牛肉「北里八雲牛」は、地域の優
れた物産資源のひとつとなっており、八雲町はその普及拡大や安定生産、さらにはブランド化に向
けて協力しています。
　八雲町は現在、関連する大学の学術研究や知見を地域の課題解決やまちづくりに活かす域学連携
を進め、北里大学獣医学部の有する知的・人的資源は、八雲町の自然環境の中で産業振興をはじめ
多くの分野で活用可能であり社会貢献が期待されています。
　八雲町と北里大学との関係を「友好交流」から「域学連携」へと発展させるため、現牧場長の寶
示戸先生と以前八雲牧場で勤務された畔柳先生により、連携のあり方やさまざまな可能性について
の講演会を開催します。

【日時】２月17日（火）午後２時～４時15分
【場所】はぴあ八雲　１階コミセンホール（八雲町本町110番地１）
【内容】講演１「生命科学系総合大学としての北里大学の魅力」
　　　　　　講師　北里大学獣医学部　フィールドサイエンスセンター八雲牧場
　　　　　　　　　　　　センター長　教　授　　寶示戸　雅之　氏
　　　　講演２「八雲牧場・場内生産飼料の利活用から生まれた北里八雲牛」
　　　　　　講師　北里大学獣医学部　准教授　　畔柳　正　氏

　　　　※講演終了後、北里八雲牛の試食会を行います。

【主催】北里八雲牛普及推進協議会八雲町北里大学交流推進部会
【共催】八雲町　　【申込期日】２月13日（金）
【申込先・問い合わせ先】
　北里八雲牛普及推進協議会八雲町北里大学交流推進部会
　（事務局：農林課農業振興係）

北里大学と八雲町の連携促進に向けた
講演会を開催します
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